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年次  琴団数  クラブ卓絶数  平均鱒鱒異   
1962  4，211  50，258   11．9   
1967  4，653  74，886   16．1 
1978′  3，540  60，508   17．1  
1983  2，955  49，689   16．    
1992  I，8、66  29，485   15．  
資料：（社）全国農村青少年教育振興会『農村青少年集団活動の動  
向に関する研究調査報告書』平成6年3月10京より転載。  























































2）情報ネットワークと共有型情報ヒ基づく「連結の経済」   
ネットワークあるいは情報ネットワークという言葉は非常に多義的で、目的や対象物、  
また場面によって、物理的な構造物によって形成されるシステムを意味したり、あるい  
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として次の4点をあげ、ネットワークを定義する（12）。   
ア）ネットワーク参加者に相互に発生する効果である   
イ）加入者相互の影響の対象性を前提としている   
ウ）そのネットワークが他の参加者にどれだけ利用されるかによって直接影響をうけ  
る   
エ）クラブ財と共通の性格を持つが、提供されるサービスが他の加入者そのものとの  
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表2 各経済性の特質  
規模め経済   範囲の琴済   連結の経済   
経済性の源泉  単⊥の製昂の生産  複数の製品の生産に転  複数の企業組織間  
における固定生産  用可能な組織内部の共  での共有資渡の結  
要素の効率的活頼  通生産要素の効率的活  合、相互活用   
経済性が生ずる局面  個別企業組織にお  摘別企業粗織における  産業組織全体にお  
ける投入面   投入面   ける投入・産出面   
行動主体  単一甲主体 複数の主体   
情報のタイプ  専有型情報  共有型情報   
傘業組織間の関係  競争と共食い  協力と共生   





3）農村青少年クラブの就農定着支援機能   
次に、クラブが節約しうる就農定着費用の具体的内容を確認・整理することで、上記  
（1）、（2）と併せて、次節以降でのクラブの情報ネットワークモデルの構築による分  










軌 またクラブ員圃での情報交換、さらには消費者等との交流会や各種協議会等への参  
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表3 今後、地域の若い人が農業を職業として選択するための  
取り組み  ：複数回答  
取り組み顆容   回答数  比率（％）   
☆農地の売買、貸借促進の取り組み  851   34   
☆販路由拓、契約生産等の取り組み  773   
農業生産の組織化、集団化   708   29   
☆特産品の開発、産地化   692   28   
☆就農者支援の地域体制   663   27   
◎若い担い手の仲間づくり   591   皇4   
農業基盤整備の一層の促進   521   21   
農業の良き等のPR活動   497 20   
配偶者問題の解決   351   14   
農業ヘルパー制度の整備   340   14   
☆有機栽培・高品質化による差別化  340   14   
☆技術取得、研修の実施   309   12   
親からの経営委譲、役割分担   259   10   
その他   195   8   
無回答   159   6   
（回答者数）   （2，474）   
資料：農林水産省大臣官房調査課「農業・農村の若い担い手の動向な  
どに関する調査結果」平成8年6月、132真のデータより作成。  
表4 農業と他の産業を比較したときのデメリット  
：複数回答  
テソリット   回答数  比率（％）   
所得が不安定   1，540   63   
労働の割に儲からない   1，070   44   
社会保険制度が不整備   507   21   
自由に休みがとれない   417   17   
◎同年代の従事者がいない   386   16   
労働がきつい   354   15   
異性と接する機会が少ない  272   
労働がきたない   56   2   
労働が危険   28   
その他   106   4   
無回答   194   8   



















4）環境変化とクラブの停滞化傾向   
現在に至るクラブの停滞化傾向の要因については、クラブの外部・内部環境の両面か  
らの指摘がなされている。   
まず、クラブの外部環境の変化として、青年農業者の就農定着、およびクラブの情報  
チャネルとしての性能に大きな影響を及ぼすのは、次の3点に代表される農業経営の成  
長方向の変化であろう。   
①規模拡大戦略の限界   
②生産物の高付加価値化あるいは差別化戦略の必要性の増大   
③多角的事業展開（水平的あるいは垂直的事業展開）の必要性の増大   
なぜなら、このような経営成長方向の変化は、就農定着費用の節約に必要となる営農  
情報の高度専門化、多様化を余儀なくし、クラブに求められる情報チャネルとしての性  











ともクラブ員の多様化とニーズに即した指導の困難化に拍車をかけている（16）。   
さて、上記に見る環境変化に対するクラブ活動の変化傾向を、表6のアンケート結果  
－131－   
生物資源経済研究  
表5 クラブ員の特性の変化※  
特 性   変化の方向 
就農経路   多様化、U・Ⅰタヰンの増加  
最終学歴   高学歴化  
農業経営に対する価値観  多様化  
クラブ員の特性の変化  就農時の技術水準   高水準化  
就農先経営の内容   多様化、事業の多角化  
活動範囲   広域化  







が読みとれる。   
以上の考察のまとめてとして、クラブが停滞化傾向に至った過程を整理する。   
①青年農業者の情報処理能力が向上する一方で、就農定着に必要となる技術情報をは  
じめとする営農情報も高度専門化・多様化し、クラブの情報チャネル性能の向上が   
求められてきた。しかし、クラブはクラブ員が求める営農情報の高度専門化・多様   
化に適応できず、その情報チャネル性能は相対的に低下し、クラブ離れが進んだ。   
②また、就農先経営の成長方向として事業の多角化の重要性が増大してきたことは、   
経営体間のみならず他産業従事者や消費者との新たな協力関係を必要とする。この   
ような関係形成の核となるのは共有型情報であり、クラブに対して共有型情報の創   
出が求められるようになり、交流活動等のクラブ活動の活発化が求めれるようにな  
表¢ 農村青少年クラブの活動内容の変化の方向※1（％）  
現在の活動  今後の重点的活動   
研究・学習活動   89．4   68．2   
文化活動   63．9   6．8   
協議会への参加   60．0  
調査活動   47．6   4．9   
交流（消費者）活動  45．8   54．8   
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った。しかし、現在の青年農業者、クラブ員の減少傾向がその足棚となっており、   
結果として年中行事的な取り組みに終始する傾向にある。   
③すなわち、クラブ活動の停滞化傾向は青年農業者や新規就農者の減少による構造的   
な要因にだけ起因するのではなく、外部環境および内部環境の両面の変化により求   
められる営農情報の水準および種類が変化したにも関わらず、それにクラブが適応   

















よって、クラブ参加の程度を決定する。   
パター ン1での青年農業者は、営農情報Ⅰが臆存する環境において、情報処理活動費  
C を費やすことで営農情報Ⅰ（C）＝Ilにアクセスし処理することができ、その  
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YO＝f（Ⅰ（C））＝f（Il）  ……①  
g′（rC）＝bIl＋Ⅰ2  ……②  




YO＜Yl＝f（Il）＜f（（a＋b）Il，Ⅰ2）  ……④   
さて、クラブ参加の有無を含めたクラブ参加の程度rは、クラブの情報チャネル性能  
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図2 情報チャネルの類型と支援機能とを指標としたクラブ活動の分類  
支援機能（就農定着軍用の節約の方向）  
i：経営資源調達費用の節約   ii：内面的充実費用の鮨約   
A  Ai：（∋研究・学習満動   Aii：③協革食参鱒  
③協議会参加   ⑤交流痛動  
クラブの外部環  ⑤女流活動   ⑥ボランティア活動  
境上の営農情報  
の受・発信  基礎的技術の習得   地域農村社食における自己の位置  
生産物・生産要素市場に関する情  づけの確認  
情  報収集・専横  アイデンティの確立  
報  
チ  地域農村社会との信頼・協力関係  





［専有型情報］［共有型情報］  ［専有型情華艮、共有型情報］  
型   B   Bi：①研究・学習活動  Bii：②文化活動  
④調査活動  
クラブ内での情  連帯感の醸成  
報の循環  新たな技術・市場情報の創出  孤立・疎外感の排除  
新たな事業の創出   アイ 
［共有型情報］   ［共有型情野］   
※Ai～Biiまでの各升目には該当する代表的なクラブ活動、およびその効果、主に処理対象となる   
営農情報の類型を示した。  
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実費用の節約、の2区分を設定する。   
以上、第一の指標に加えて第二の指標を用いることで、各クラブ活動による支援機能  
の充足程度、及び求められるクラブ活動を情報チャネルとしての性能を視点に評価する  
ことが可能となる。   
なお、各種クラブ活動を、・文献［14］に依拠し次の①～⑥に大きく種類分けする。   
①研究・学習活動：生産技術、経営管理技術、販売技術、農家生活等に関する研究  
・学習   
②文化活動：スポーツ、会報発行、郷土芸能等への取り組み   
③協議会への参加：農村青年合議、地域農業振興会議、福祉協議会等への参加  
④調査活動：地域農業、後継者対策、事業の多角化等の調査   
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表T M町における青年農業者の就農状況  
就農者 号  就農時   就学年   
番   年齢  新卒 U・Jターン※1  所属 経営   経営療蟄   現在の経営 面積（ha）   備  考   
①  21  H．1  新卒   B 水田＋路地野菜   3q  Bの2代目経営者   
②   18  H．5  新車   A  水田＋路地野菜   60  A経営者の長男   
l忍  23  H．5   Uターン  B  水田十路地野菜   30－ Bの親族   
④   26  H．5∴  他産業参ネ  A  水田十路地転乗   6d  Åの親族 
⑤    H．6  Uターン  D  水甲十路地野菜   23  D経営者の長男   
⑥  36  H．6  他産業参入  B  水田＋路地野菜   30  Bの親族  
⑦  28  H．7  Uターン  E  水甲＋路地野菜   30 E経営者の長男   
28  H．7  他産業参入  A  水田十路地野菜   60  Aの親族   
⑨  23  亙ラ  Jターン  B  水田＋路地野菜   30  H．10より他町で創業   
⑲  25  H．8  Uタ「ン  b  路地野菜   P．2  D経営者の長女（独自に経営）   
⑬   1畠  H．8  新卒   A  水田十路地野菜   60  近隣吋兼業農家長男   
⑲  21  H．10  新卒   C  水田＋施設イチゴ   如  C経営者の長男  
⑬   18   臼．1q  Jターン  B  水田＋路地野菜   写0  由12より他町で創要子走   
⑲  皇8  H．11  Uターン  E  水田＋路地野束   Eの親族   
⑬  22  H．12  新卒   C  水田十施設イ≠ゴ   30  Cの親族   





2）M町農業後継者クラブの活動の展開過程   
では、次にM町クラブの活動内容の変遷を、クラブ員の加入状況との対応において概  
観する（以下、文中のクラブ員を示す番号は表7による）。  







Ⅰ、クラブ活性化期（平成4～8年）   
平成4年から6年にかけて、B経営およぴA経営の親族である②③④⑥がUターン就  
農や新卒就農、他産業参入によりそれぞれの経営に就農し、またD経営の長男⑤もUタ  
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－20歳3名 21～25歳2名 26－30歳3名 30～40歳1名  
新規学卒5名 Uターン6名 Jターン2名 他産業参入2名  
農業高校3名 その他高校6名 短大農学部2名※1  
その他専門学校・短大・4大4名  
有限会社5名 家族経営10名  
経営者2名 法人役員1名 家族労働力8名 被雇用者4名  
既婚者：4名 未婚者：11名  















さをうかがわせる。   



















表9 有限会社Kの野菜生産実績の推移  
【キャベツ】  
平成7年   平成8年   平成9年   平成10年   
出荷量（箱）   2，869   5，14   3，勺11   
販売金額（円）   2，020，151   3，133，252   2，335，776   
栽培面積（a）   6P   100   140   120  
【ハクサイ】  
平成7年   平成■8年   平成9年   平成10年   
出荷量（箱）  2，955   1，047   
販売金額（円）  1，878，352   693，425   
栽培面積（a）  60  25   50  
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の処理は、クラブ員の求める技術水準に個人的格差があり、ネットワークの外部効果は  












6．小  括   
以上、農村青少年クラブの機能の検討を、情報ネットワークモデルの構築と事例分析  
を通して行った。そこで、最後に事例分析の結果を踏まえ、農村青少年クラブの活性化  
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て、クラブ内にクラブ員の多様性をプラスの方向に活かすような組織構造と情報の循環  











注   




4）新規就農者の農業経営への参入に関わる費用については稲本志長（文献［5］）で詳しく論   
述されている。  
5）田島一（文献［14］13頁）もクラブ活動の停滞化傾向を指摘している。  
6）文献［2］では新規参入者の離農に関して、受け入れ側の入植後の体制の未整備を指摘して   
いる。  
7）本稿では、「営農情報は、農業経営者が営農にかかわって意志決定を行うために活用する   
種々の情報である。」と定義する。なお、長谷部は文献［19］［9］において、「営農情報」に関   
して、その種類、経済的性質、利用方法等から多角的な分析を行っている。  
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